


既存の太陽光発電の問題点・・・営農型太陽光発電で解決へ！
土地代が安く電力需要地から遠い地域にメガソーラー（FIT制度の問題）
⇒電力需要地から遠い⇒系統整備経費・系統用蓄電池などの経費負担／出力抑制問題
⇒環境破壊の問題、防災上の課題、盗難等の問題
⇒日本では適地が少ない
＜解決策＞電力需要地にオンサイトで太陽光発電

結晶Si太陽電池は殆ど外国製（経済安全保障、エネルギー安全保障の懸念）
⇒せっかくの再エネが国産ではなくなる
⇒輸入に頼ると為替レートの影響も
⇒調達が困難になる可能性もある
⇒化石資源同様に海外に国富流出
＜解決策＞原料や生産拠点の国内回帰

2032年以降の問題
⇒FIT終了で事業撤退の可能性（特に外資）
⇒大量の廃棄物が出る可能性
＜解決策＞電力の必要な事業者が設置（税控除等の政策誘導が必要）

真にマテリアルリサイクルが可能な次世代太陽電池が必要







●現場で見られる実態
売電収入＞農業収入
農業は「許可更新のための形式的作業」になりがち
そもそも高齢化・人手不足で農地管理が困難
隣接地には広大な耕作放棄地が依然として存在

•10aあたり農業収入：数万円～十数万円
•同規模の太陽光売電収入：数十万円～数百万円



ペロブスカイト太陽電池は既存の太陽光発電の問題点を克服

＜解決策＞ペロブスカイト太陽電池は電力需要地にオンサイトで設置できる
⇒工場や体育館の屋根、都市部の高層ビル、各種インフラ、「営農型太陽光発電」
⇒電力系統に余計な負担をかけないので経済的
⇒環境破壊の低減、防災上も有益、盗難も回避
⇒設置可能な場所は格段に増えるため日本の再エネ導入拡大に貢献

＜解決策＞ペロブスカイト太陽電池の原料や生産拠点は国内で賄える
⇒主要原料のヨウ素は世界生産2位
⇒経済安全保障、エネルギー安全保障に貢献
⇒純国産エネルギーで原料も含めて輸入に頼らない

＜解決策＞電力の必要な事業者が設置（税控除等の政策誘導）して卒FIT、卒FIP
ペロブスカイト太陽電池は真にマテリアルリサイクルが可能

⇒税控除ならFIT終了でも事業撤退は無い
⇒いったん導入すれば再エネ発電量は維持される
⇒重量は結晶シリコン太陽電池の十分の一、原料のリサイクルルートも確立

軽量・フレキシブル・高効率・低コスト・省資源で次世代の太陽光発電の本命

日本が世界生産シェア約3割

ヨウ素と鉛の再利用は確立している



遮光率＜30％
太陽光利用率＜30％

9～12月
栽培期間

1～8月
休閑・太陽光発電

太陽光利用率＞60％



●予想
売電収入≧貸地収入。
農業は従来通り行う。雑草処理の軽減。
高齢化・人手不足でも太陽光発電に関する新たな作業は増えない。
隣接地を合わせて貸し出すことも可能に。

•10aあたり農業収入：数万円～十数万円
•同規模の貸地収入：十数万円～数十万円（月数に依存）


